

































































































































短距離走 2 0 0 1 0 0 1  1 1 1 0 0  7
持久走・長距離走 4 0 0 0 0 1 3 13 0 0 0 0 21
ハードル 0 0 1 0 0 0 0  0 0 0 0 0  1
走り高跳び 2 1 0 2 0 1 3  1 5 0 3 0 18
走り幅跳び 0 0 0 1 0 0 0  0 0 0 0 0  1
投てき 0 3 1 0 0 0 0  0 0 0 0 0  4

















小学校 1 年（2 件）・2 年（2 件）・3 年（1 件）・
4 年（2 件）・5 年（3 件）・6 年（8 件），中学校
1 年（4 件）・2 年（12件）・3 年（17件），高等学
校 1 年（9 件）・2 年（11件）・3 年（10件）であっ
た（図 2）。
　種目別から障害種をみると短距離走では小学
校 2 年（2 件），中学校 2 年（2 件）・3 年（2 件），
高等学校 1 年（1 件），持久走・長距離走では小
学 1 年（1 件）・4 年（1 件）・5 年（1 件），中学
校 1 年（1 件）・2 年（4 件）・3 年（3 件），高等
学校 1 年（6 件）・2 年（1 件）・3 年（3 件），ハー
ドルでは小学校 6 年（1 件），走り高跳びでは小
学校 4 年（1 件）・5 年（2 件）・6 年（2 件），中
学校 1 年（1 件）・2 年（4 件）・3 年（4 件），高
等学校 2 年（1 件）・3 年（3 件），走り幅跳びで
は中学校 2 年（1 件），投てきでは小学校 6 年（1
件），中学校 2 年（1 件）・3 年（1 件），高等学校
2 年（1 件）であった。全体的にみると中学校 2
年以降に発生する割合が高くみられた。
　死亡に関してみると短距離走で小学校 3 年
（1 件）・6 年（2 件），中学校 3 年（2 件），高等
学校 2 年（2 件），持久走・長距離走では小学校
1 年（1 件）・6 年（1 件），中学校 1 年（2 件）・
3 年（4 件），高等学校 1 年（2 件）・2 年（6 件）・
表2　種目別による死亡種
心臓系突然死 神経系突然死 大血管系突然死 頭部外傷 計
短距離走  6 0 1 0  7
持久走・長距離走 18 2 0 0 20
走り高跳び  0 1 0 1  2
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全対策ガイドブック」
 （2015年11月20日掲載決定）
??????で?われる???????の????について-????????デ?タベ?スより-
?????? Page:6
